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資料２ 

北広島市教育振興基本計画（2021-2030）の中間年度見直しについて 

１ 中間年度見直し方針及び手法 

⑴北広島市教育振興基本計画（2021-2030）について 

国は、平成 30 年（2018 年）６月に教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図る

ため、教育の振興に関する基本的な方針及び講ずべき施策その他必要な事項について「教育振

興基本計画」を定めました。 

本市においては、令和３年度から令和 12 年度までを計画期間とする北広島市総合計画におけ

る基本目標「学び合い心を育むまち」に基づき、これまでの基本理念や基本姿勢を踏まえ、新たな

北広島市の教育についての基本的な方向を示し着実に推進するための、個別・具体の施策につ

いて体系的に整理し、本市がめざす教育の推進を目的に策定しました。 

北広島市教育振興基本計画（2021-2030）は、令和３年度から令和 12 年度までの 10 年間を計

画期間としています。 

この計画については、前期５年間（令和３年度から令和７年度まで）、後期５年間（令和８年度か

ら令和 12 年度まで）として、教育を取り巻く情勢や社会経済環境の変化などに柔軟に対応し見直

しができる計画としています。 

また、この計画に基づき、基本目標の実現に向けた具体的な事業は、教育推進計画で示しま

す。教育推進計画の計画期間は３年間とし、毎年施策の点検評価を行い、その推進状況を広く情

報提供するとともに、市の総合計画（第６次）における推進計画と整合性を図りながら、社会状況の

変化や時代の要請、国・道の動向を踏まえて、毎年度策定しています。 

 

⑵計画見直しの考え方 

北広島市教育振興基本計画（2021-2030）の策定から５年が経過します。 

この間に国は、第４期の「教育振興基本計画（令和５年度～令和９年度）」を閣議決定し、５つの

基本的な方針を示しています。 

こうしたことから、計画後期を迎えるに当たり、計画の中間年度見直しとして、現行の計画のうち、

本市の教育理念や目標といった根幹部分は堅持し、教育の動向や基本的な方向を示している施

策等について、必要な修正等を行います。 
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⑶計画見直しの視点 

北広島市教育振興基本計画（2021-2030）の中間年度見直しに当たっては、教育を取り巻く情

勢や社会経済環境の変化などに柔軟に対応するため、次の視点により、内容の修正や追加、削

除、統合、組み替えなどを行います。 

①国及び北海道の動向 

②新たに発生・顕在化した課題や子どもを取り巻く教育環境の変化 

③これまで推進してきた施策（事業）で見直しを図るべき事項 

④スポーツ部門の市長部局移管に伴い見直しを図るべき事項 

 

⑷計画見直しの手法 

①「北広島市教育振興基本計画（2021-2030）中間年度見直しに関する成果と課題報告書」の

作成 

前期計画での各施策による成果と課題を評価検証して、現況と課題、基本的方向、施策を点

検し、必要箇所の修正等を行います。 

教育施策審議会において、見直しに対する意見や助言を得て、検証を行います。 

   ②「北広島市教育振興基本計画（2021-2030）中間年度見直し版」の作成 

    点検・見直しによる修正等を見直し版で整理します。 

    教育施策審議会において、見直しに対する意見や助言を得て、検証を行います。 

    市議会への報告及び市ホームページで公開します。 

 

⑸計画見直しによる主な変更点 

令和６年度からスポーツ部門が経済部へ移管されたことに伴い、関係する政策及び施策、推進

計画事業の変更等を行います。 

 


